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1. 全体概要
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2018年度「未来の教室」実証事業において、21世紀型スキルプログラムの有効
性が実証されたことから、教育機関で広く活⽤してもらうため、50分授業
フォーマットに編集。また、「機械学習」をテーマ・教材として、課題解決プ
ログラム（QAIKETSU）をリデザインする。

a. 21世紀型スキル（基礎プログラム）を50分授業フォーマットで編集し、
効果実証を⾏う。
┗50分授業（計20コマ）を成果物として開発、制作
┗N中等部における効果実証

b. 機械学習をテーマに、課題解決プログラムを開発・実施・効果実証
┗機械学習（画像認識）をテーマ・教材とした課題解決プログラム
（50分×18コマ）を成果物として開発
┗N中等部における効果実証

※基礎プログラム：
『mindnaut（情動スキルトレーニング）』『collaboratory（協同スキルトレーニング）』
『everythinq（思考スキルトレーニング）』
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（参考）21世紀型スキルプログラムについて
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（参考）21世紀型スキルプログラムについて
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（2018年度「未来の教室」実証事業）21世紀型スキルプログラムの実施概要



7

（2018年度「未来の教室」実証事業）21世紀型スキルプログラムの効果実証
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（2018年度「未来の教室」実証事業）21世紀型スキルプログラムの効果実証



2.実施内容と実証成果
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a. 21世紀型スキルプログラム



実施概要
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2019年５⽉〜2020年2⽉、N中等部において
21世紀型スキルプログラム授業を計120h実施。
┗mindnaut（情動スキル）：約30h
┗collaboratory（協同スキル）：約40h
┗everythinq（思考スキル）：約20h
┗qaiketsu（課題解決スキル）：約30h

・実施場所：N中等部全3キャンパス（秋葉原・新宿・江坂）
・対象⽣徒数：

254名（2019年5⽉時点）→   393名（2020年1⽉時点）



mindnaut（情動スキル）
授業の主要テーマ
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No テーマ
1 VUCA WORLD

2 今の⾃分を知る
3 マインドフルネス
4 認知と感情
5 怒りへの対処 -怒りの正体

6 怒りへの対処
-怒りの後の⾏動を変える

7 怒りへの対処 -怒りの根源

8 怒りへの対処 -怒りの裏にある願い

9 ポジティブ感情を探る
10 不安への対処 -不安の仕組み

No テーマ
11 不安への対処 -不安に気づく

12 不安への対処 -不安へのとっさの対処

13 不安への対処 -不安を明確にする

14 不安への対処 -不安を解決する問い

15 不安への対処 -アイデアの切り⼝

16 不安への対処 -スモールステップ

17 落ち込みへの対処 -落ち込みとは何か

18 落ち込みへの対処 -落ち込みの仕組み

19 落ち込みへの対処 -⾃動思考

20 落ち込みへの対処 -極端な考え



collaboratory（協同スキル）
授業の主要テーマ
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No テーマ
1 ガイダンス -コラボレーションとは?

2 ⾃分を知る
-⾃分のコミュニケーションタイプ

3 他者を知る
-相⼿のコミュニケーションタイプ

4 観る⼒ –肯定的なものの⾒⽅

5 観る⼒ –凸凹はどう活かせる？

6 聴く⼒ –聞くと聴くの違い

7 聴く⼒ –バーバル・ノンバーバルな聴き⽅

8 聴く⼒ –相⼿のことを聞く

9 聴く⼒ –気持ち・感情に⽿を傾ける

10 聴く⼒ –総合演習

No テーマ
11 話す⼒ –他者との共同に活かす

12 話す⼒
-⾃分の思いや考えを話す

13 話す⼒ -気持ち・感情を話す

14 話す⼒ -ストーリーを話す

15 話す⼒
-変化ストーリーを語る、対話する

16 合意形成



everythinq（思考スキル）
授業の主要テーマ
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No テーマ
1 ガイダンス -いいアイデアとは？

2 基礎⼒
-9点破壊ゲーム固定概念を破壊する

3 デザイン思考 –他者の課題特定

4 デザイン思考 –プロトタイプ作成

5 デザイン思考 –プロトタイプ発表

6 対話型鑑賞
7 スクリブル -平⾯作品を作り解釈する

8 空間スクリブル
-⽴体作品を作り、空間を想像する

9 ムードボード
-好きなものを集め、⾔葉で表現する

10 世界観を探る
-これまでの作品を分析して、⾃分の世界観を
深く知る

No テーマ
11 意味のイノベーションを理解する
12 アナロジーでイメージを深める
13 アイデアスケッチで

イメージを具体化する
14 使って欲しい相⼿をイメージする
15 他者にアイデアを共有する
16 思考スキルドリル -論理的思考

17 思考スキルドリル -批判的思考

18 思考スキルドリル -類推思考

19 思考スキルドリル -造形思考



21世紀型スキルプログラム授業（オンライン版）
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No 対象スキル 内容
1 ガイダンス Zoomの使い⽅、オンラインじゃんけん
2 協同スキル 雑談と対話（傾聴、相⼿を知るための質問）
3 協同スキル ブレインストーミング
4 情動スキル 感情理解（表情、⽂脈）
5 思考スキル リフレーミング
6 思考スキル 思い込みを破壊する
7 思考スキル 他者の困りごとを発⾒する
8 思考スキル デザインスケッチ

●新型コロナウィルスの感染拡⼤に伴い、2020年2⽉末からN中等部は
ビデオ会議システムのzoomを活⽤したオンライン授業を展開。21世紀
型スキルプログラム（オンライン版）も導⼊し、効果実証を⾏っている。
┗授業時間：約15h
┗対象⽣徒数：393名（2020年1⽉時点）

21世紀型スキルプログラム授業（オンライン版）の主なコンテンツ



アセスメント結果
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項⽬ 2019年
5⽉

2019年
6⽉

2019年
7⽉

2019年
9⽉

2019年
10⽉

2019年
11⽉

2019年
12⽉

2020年
1⽉

2020年
2⽉

意思決定 5.81 5.84 6.07 6.25 6.30 6.23 6.31 6.32 6.43
問題解決 5.56 5.85 5.94 6.15 6.54 6.29 6.32 6.28 6.47
創造的思考 5.78 5.79 5.94 6.22 6.34 6.38 6.28 6.23 6.24
批判的思考 6.08 6.20 6.33 6.43 6.58 6.51 6.47 6.46 6.59
効果的
コミュニケー
ション⼒

5.45 5.49 5.61 6.00 6.01 6.03 6.21 6.01 6.17

対⼈関係 5.40 5.73 5.52 5.75 5.86 5.82 6.06 6.06 6.00
⾃⼰認識 5.02 5.15 5.36 5.38 5.71 5.47 5.60 5.58 5.65
共感性 6.77 6.77 6.71 6.78 6.75 6.81 6.73 6.69 6.63
情動への対処 5.17 5.27 5.64 5.79 5.91 6.06 5.91 5.99 6.19
ストレス対処 4.96 4.96 5.14 5.33 5.44 5.63 5.42 5.68 6.04
総合 5.60 5.70 5.82 6.01 6.14 6.12 6.13 6.13 6.24

●2019年5⽉〜2020年2⽉、⽣徒⾃⾝による⾃⼰アセスメントを実施（10点
満点、平均値を記載）。2019年8⽉は夏休みのため対象外としている。
●N中等部において2019年5⽉から2020年2⽉までのアセスメント（全9回）
を全て回答している⽣徒（計52名）を対象。⽉によっては微減しているが、
ほぼ全項⽬で上昇している。



アセスメント結果
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2020年2⽉実施の⾃⼰アセスメント結果

No 項⽬

a.2020年2⽉実施の
アセスメント
に回答した

⽣徒の平均値

b. a.のうち
2019年5⽉から2020
年2⽉のアセスメント
全て回答している⽣
徒（52名）の平均値

b/a
（%）

1 意思決定 5.95 6.43 108.1
2 問題解決 5.92 6.47 109.3
3 創造的思考 5.90 6.24 105.8
4 批判的思考 6.21 6.59 106.1

5 効果的
コミュニケーション⼒ 5.72 6.17 107.9 

6 対⼈関係 5.54 6.00 108.3
7 ⾃⼰認識 5.33 5.65 106.0
8 共感性 6.50 6.63 102.0
9 情動への対処 5.61 6.19 110.3
10 ストレス対処 5.19 6.04 116.4

総合 5.79 6.24 107.8 

●2020年2⽉実施のアセスメントにて、全回答者の平均値に対して、過去全てのアセスメン
トを回答している⽣徒の平均値が、全10項⽬において上回っている。



N中等部⽣徒 Aさん
私は、N中等部に来たことで⼤きく成⻑しました。
N中等部に通う前は、⼈とコミュニケーションを
取ることに対して、消極的なイメージを抱いて
いました。それに、⾃信があまりなく、否定的
に物事を考えていました。
ですが、N中等部に⼊学し、21世紀型スキルで
友達とワークショップを受け続けると、⼈とコ
ミュニケーションを取ることへの⾃信をつける
ことができました。それに、⾃分の打ち込みた
いことができて、物事を肯定的に捉えるように
もなり、楽しく N中等部⽣活を過ごすことがで
きてよかったです。
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（参考）⽣徒コメント



N中等部⽣徒 Bさん
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「⾃分は友達を作るのが苦⼿なタイプ」で、とにかく嫌
われることが多かった私は、Ｎ中等部に⼊る前は、⾃分
がいることで誰かが悲しんでいないかとか重く考えてい
ました。今思うと、⼈に迷惑をかけるのは⼦供ならしょ
うがないことで、逆に今しかない貴重な⽇々なので、何
をためらう必要があるのだろうとも思います。そう思え
たのは、N中等部に⼊ったおかげだと私は思います。友
達ができ、21世紀型スキル学習で⾃分の意⾒を躊躇せず
発⾔したり、周りとの距離感を上⼿くとることができた
りすることが少しずつできるようになって、⼼の根底か
らポジティブに捉えられるようになれてよかったです。
この考えを⼤切にして、これからも⾃分の道を進んでい
ければいいと思います。

（参考）⽣徒コメント



N中等部⽣徒 Cさん
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僕は、N中等部に来てから周りの⼈を巻き込んで何かをする
ということができるようになったと思います。N中等部に来
る前は何かを始めようとしても周りの共感が得られなかった
り、先⽣たちから⽌められたりしていました。でも、N中等
部では何かを企画すると先⽣たちが応援してくれるのはもち
ろん、周りの友達が協⼒してくれたり、応援してくれたりし
ました。僕はその協⼒のお陰で、このN中等部に来てから周
りを巻き込んでサークルを作ったりSNSを作って使っても
らったりすることが出来ました。この周りを巻き込む⼒は、
コラボラトリや課題解決で学んだことです。これまでは、や
りたいことがあっても⼀⼈で終わっていたのが、⼈と協⼒し
てすることによって実現ができると実感しました。僕はこの
⼀年間で、⾊々な企画を⾏ったことでこれから社会に出てか
らも役⽴つことを学ぶことが出来ました。

（参考）⽣徒コメント



N中等部⽣徒 Dさん 1/2
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私がN中等部に⼊りたいと思った理由は、⾃分を少しで
も変えたかった、将来の夢を⾒つける機会が欲しかっ
たから、楽しそうだったからです。⼊学式当⽇とても
緊張して「やっぱり⾏くの辞めようかな」と⾔ってい
た私ですが。来てみるとすぐ近くの⼈と仲良くなりそ
の⽇に遊びに⾏く約束までしました。今思えば「運命
だったのかな？笑」と思っています。友達は⾏動的で
⼀緒にニコニコ超会議に⾏ったり⽂化祭実⾏委員に
なったりディズニーに⾏ったりとたくさんの経験をし
ました。その中で私が変われたかな？と思う所は⽣活
リズム、性格、コミュ⼒です。

（参考）⽣徒コメント



N中等部⽣徒 Dさん 2/2
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⽣活リズムは今までずっと家に居てほとんどを寝て過
ごして居た私が、週３ですが学校に電⾞を使って来て
いるのは我ながらすごいのでは？と感じています。次
に性格ですが⾃他共に明るくなったと感じます、ずっ
と同じ環境で１年半過ごしてきていたのが個性豊かな
⼈達に囲まれ沢⼭の刺激を受け明るくなったのかなと
思っています。そしてコミュ⼒は21世紀型学習で班の
⼈との会話や友達との会話で段々少しずつ⾝について
⾏ってるのではないかと思っています。最後に、N中等
部に来て変わりたいと思った私は多分２年⽣の私から
⾒てびっくりするほど変わっています。将来の夢はぼ
んやりとした形で思い描いています。楽しそうだと感
じた私へ、今すごく楽しいです。

（参考）⽣徒コメント



N中等部⽣徒 Eさん
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N中等部にきて⾃分がどう変わったか、何を頑張っているか書こうと
思う。⾃分は学校にいかなくなり、フリースクールへ⾏っていた。
毎⽇フリースクールから帰る時、友達に会ったらどうしようなど考
えながら隠れながら帰っていた。学校に⾏かないと選択した⾃分が
悪いが、そんな⾃分が嫌だった。だが去年の9⽉親の仕事の⼿伝いを
し、1⽇でたくさんの⼈と関わる⽇を⼀週間ほど過ごした。そこから、
もしかしたら⾃分ができることはまだ沢⼭あるのでは？と思い、N中
等部にきた。そうすると毎⽇わくわくばかりで毎⽇楽しかった。新
しい仲間も定期的に⼊ってきて、その度に新しいことが起きること
が刺激が多くすごく嬉しかった。そんな中で、⾃分が変わったと感
じることは、授業でするプレゼンや⾃分の意⾒や発表などで⼈前で
話すことに抵抗なく⾃信を持てるようになったことだ。授業だけで
はなく友達と発表の場であるや⽂化祭で発表したことも、この⾃信
に⼤きくつながると思う。そんな場所を⽤意してくれたことにすご
く感謝したい。

（参考）⽣徒コメント



N中等部⽣徒 Fさん
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私はN中等部に来てから、「⾃分はここだけは変えられ
ないだろう」と思っていたところを変えられた。それは
⾃信、だ。いままで私はほんとに⾃信がなく、何か⼈
前でやらなければならないことがあると呼吸が⾟くなる
ほどだった。でもN中等部に来てから環境がガラリと変
わり、いつの間にか⾃分の⾏動とその気持ちが変化して
いることに気がついた。具体的には、今までは何もしな
くても周りに圧をかけられているような感じだったのに
対し、N中等部は個性が溢れているせいか⾃分は⾃分、
と周りの⼈にも私⾃⾝にも認められている感じだ。⾃
信がついてからはできる⾏動の幅が広がった。この⾃信
を通して2020年は様々な分野にチャレンジし、⼈⽣を楽
しんでいきたい。

（参考）⽣徒コメント



N中等部⽣徒の保護者 aさん
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家に帰ってくると、21世紀型スキル学習で学んだことを
楽しそうに報告してくれます。先⽇、家族で旅⾏に⾏っ
た際に「聞くスキルを実践したところ、話をしてくれる
⼈がよく⾃分の⽅を⾒て話してくれるようになって嬉し
かった」と私の⽬を⾒ながら本当に嬉しそうにと教えて
くれました。⼈と話す楽しさ、⾃分の話を聞いてもらう
⼼地良さを学んでくれています。同時に私の話も最後ま
で聞いた上で、⾃分の考えを⾔ってくれるようになって
います。N中等部で学んだことを吸収していることがよ
くわかります。

（参考）⽣徒保護者によるコメント



N中等部⽣徒の保護者 bさん
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息⼦は、⾃分の考えを持っている反⾯、相⼿の話を受け⼊れ
ずに、友達や学校とトラブルを起こしていました。Ｎ中等部
でも⼊学当初は「⾃分と違う⼈がたくさんいる」と⾔ってば
かりでした。７⽉位から様⼦が変わってきました。「⾃分に
とって良いことと他⼈にとって良いことの重なることが課題
解決になると授業でやった」家で教えてくれました。⾃分と
他⼈の違いがあること、それでも⾊々な形で関われて、他者
のためになることができると考えているようです。数学やプ
ログラミングが得意な息⼦が、課題解決で教わったことを活
かし、趣味の違う友達と繋がって欲しいと思います。

（参考）⽣徒保護者によるコメント



N中等部教職員 Sさん 1/2 
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21世紀型スキルプログラムは、全く新しい内容であるが
故に、開設当初は教員も⽣徒も何とかコンテンツについ
ていく状態でしたが、⽣徒の書く⽇誌や保護者の声に⾮
常にポジティブな反応が多いことを実感していました。
具体的には開校してすぐの5⽉の段階で「授業で学んだこ
とを使って⼈の話を聞けるようになった」「緊張したけ
ど友達に声をかけられるようになった」という反応をい
ただきました。そうした⽣徒の声に応えるため、授業中
の反応や授業実施者としての印象をプログラム制作チー
ムにフィードバックし続けることで、プログラムとして
の質も１年間でかなり向上した印象を持っています。

（参考）教職員コメント



N中等部教職員 Sさん 2/2 
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今では30分程度の予習で授業を運営でき、それぞれ⽬的
を持ってコンテンツに取り組む⽣徒も増えてきました。
ファシリテーションとしては、およそ60名の⽣徒につき
メインスピーカー１名とテーブルに着くアシスタントが
３〜４名でコンテンツを運⽤しています。先⽣同⼠の連
携についても、最初は慎重に時間をかけて打ち合わせを
していましたが、３ヶ⽉ほど経った頃から、それぞれが
場⾯に応じた動きをすることで臨機応変な対応ができる
ようになってきています。プリントなどの準備物も極⼒
減らしていただいているので、基本的に毎回ワークシー
ト（1〜2枚）と付箋とペンで運⽤できています。

（参考）教職員コメント



N中等部教職員 TSさん 1/2 
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開設当初から⾒て、⽣徒の変化を最も感じるのは、友達
とのコミュニケーションです。開設時4、5⽉頃の様⼦を
思い返すと、休み時間クラスメイトに話しかけられず⼀
⼈で過ごす⽣徒、グループワークで⾃分の主張を発信ば
かりする⽣徒、グループメンバーが話しているときに携
帯をいじりながら聞いている⽣徒などが⾒られました。
約1年が経ち、⽣徒の様⼦は⼀変しました。学期途中の⼊
学⽣が来れば、⾃分から話しかけて休み時間の遊び仲間
を増やす⽣徒、グループワークで発⾔した後に相⼿の意
⾒を問いかけられる⽣徒、話を聞く際にうなづいたり、
⾝体の向きを変えたりするなど意識的に傾聴する⽣徒の
姿が⾒られるようになりました。

（参考）教職員コメント



N中等部教職員 TSさん 2/2 
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これらの変化は、キャンパス内だけではなく、家庭内で
も⾒られるようです。三者⾯談で保護者様から「私が呼
びかけると、以前は⾒向きもしなかったが、最近はゲー
ムをやめてこちらを向くようになった」といった報告を
受けたこともありました。⽇常的なコミュニケーション
の場⾯では、授業でのロールプレイングのようにうまく
いかない場⾯も多々あるとは思いますが、そのような葛
藤こそが成⻑のチャンスだと考えています。21世紀型ス
キル学習での学びを基礎として、⼀⼈でも多くの⽣徒が
⽇常的なコミュニケーションで、⾃分なりの⼀歩を踏み
出してくれることを願っています。

（参考）教職員コメント



N中等部教職員 TKさん 1/2
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Ｎ中等部開設前から21世紀型スキルコンテンツを核の
１つとしてカリキュラムや運⽤を設計していました。
⼊学前の説明会や⾯談で、多様な⽣徒はもちろんのこ
と、保護者様達の困りごとである「⼦供がやりたいこ
とを⾒つけて欲しい」「⼦供の思いを知りたい」「友
達と共に社会性を⾝につけて欲しい」という思いに応
えることがＮ中等部を開設する意義の１つであると考
えていたからです。運営が始まると、想定外のことも
ありました。21世紀型スキルを学ぶことで、予想以上
のスピードで⽣徒の変化し、またその変化が⾮常に⼤
きかったことです。

（参考）教職員コメント



N中等部教職員 TKさん 2/2
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中学⽣年代の⼦供達は悩みも多様ですが、スキルを獲
得し「⾃分もできる」と⾃信をつけることで、より挑
戦をしたいという声が上がりました。その都度コンテ
ンツの難易度を上げなら、それぞれの⽣徒が挑戦を選
択してくれました。結果として、⽣徒１⼈ひとりが⾃
分のやりたいことを⾒つけはじめてくれ、同時に⽣徒
同⼠、⽣徒と職員間のコミュニケーションや対⼈関係
が深まりました。そこから、教科勉強への質問が出始
め、教科勉強への参加度合いも改善し始めました。因
果関係は分析できていませんが、21世紀型スキルの学
びが、⽣徒たちの⾃⼰肯定感を育み、やりたいこと、
やるべきことへのスタートを⽣徒⾃⾝が歩み始めてい
ます。

（参考）教職員コメント



教育委員会 1/2
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●⽣徒１⼈ひとりが活き活きと活動していることが⾮常に印象的でした。⽣
徒が考えを出し、⾃分たちで形にするからこそ、これだけ活発になっている
ように⾒える。アクティブラーニングにおける教職員の役割がティーチング
ではなく、ファシリテーターであることを実感しました。職員に対するマイ
ンドセット研修が重要と考えています。

●⽣徒１⼈ひとりの状況は多様であり、画⼀的な授業では⾃⼰肯定感を育む
ことは難しい時もあります。感情、思考のトレーニングを通して、⽣徒が⾃
分の⾔葉にできることをN中等部の先⽣⽅が待ちながら傾聴している姿が印
象的でした。学校⽣活に困っている⽣徒にも⾮常に効果がある教育コンテン
ツだと思います。また教科学習にあえて結び付けないからこそ、多様な⽣徒
が夢中になって、ワークをしていると⾒ていました。⽣徒達がワクワクする
テーマだからこそ、ワークに参加し、必要なスキルを⾝につけていると感じ
ました。

（参考）中等部を視察いただいた⽅々からのコメント

※2019年4⽉のN中等部開設以来、全国から多数の教育関係者が視察にお越
しになりました。その中から、教育委員会の皆様からのコメントを幾つか
ご紹介します。



教育委員会 2/2
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●⽣徒たちが成果物で形にできるところまで⾏なっていることが素晴らし
いです。⽣徒の⼀部は発想や思いを⾔葉にすることを苦⼿にしています。
レゴなど⾔葉ではなない表現⽅法だからこそ、安⼼して⽣徒が⾃分の作り
たいものを最後まで作っているのではないでしょうか。またソーシャルス
キルトレーニングなど理論をベースにしたコンテンツなので、⽣徒が元気
になっていくのも納得です。

●中⾼⽣へのアクティブラーニング導⼊を検討し、⾒学にきました。特に
印象に残ったことは、振り返りをしっかりやっていることでした。学びの
定着のための振り返りもしっかり設計されており、⽣徒の⾔語化の⾜場が
けは⾮常に参考になりました。

●⼤⼈にも必要なアンガーマネジメントを⼦供たちが楽しみながら学ぶ姿
が⾮常に印象的でした。中には集中できていない⽣徒もいましたが、グ
ループの中の他の⽣徒が穏やかに集中できない⽣徒に話を振りながらグ
ループワークを進めていることが印象的でした。感情について⾮⽇常的な
テーマを扱うからこそ⽣徒が嫌な出来事を思い出さずにスキルを⾝につけ
られる授業構成は参考になりました。

（参考）中等部を視察いただいた⽅々からのコメント



2.実施内容と実証成果
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b. 機械学習をテーマとした課題解決プログラム



開発パートナー
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株式会社グルーヴノーツ

IoT、ビッグデータ、AIを直感的につ
なぎ合わせることのできるプラット
フォーム「MAGELLAN BLOCKS」を提
供。またテクノロジーと遊ぶアフ
タースクールをテーマに、⼩学⽣向
けプログラミングスクール「テック
パーク」を運営。

株式会社ミミクリデザイン

ワークショップデザインのテクノロ
ジーを活⽤した価値創造のコンサル
ティングファーム。最新の研究知⾒に
基づいた商品開発、地域活性化、⼈材
育成プロジェクトの⽀援のほか、ワー
クショップのデザイナー、ファシリ
テーターの育成を展開。

機械学習（画像認識）の
教職員向け研修

プラットフォーム・コンテンツ提供

ワークショップデザイン
プログラム評価



効果実証プログラム概要
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⽇程 プログラム内容
1/20 AIについて学ぼう
1/22 画像認識に挑戦しよう
1/24 社会でどのように

AIが使われているのか
1/27 ⼈物判定ソフトを作ろう
1/29 AIレジを作ろう
1/31 AIをどう使えるか考えよう

⽇程 プログラム内容
2/3 課題の発⾒
2/5 ターゲットと課題設定
2/7 インスピレーション

2/10 アイディエーション
2/12 プレゼンテーション
2/14 まとめ・振返り

株式会社グルーヴノーツが開発 株式会社ミミクリデザインが開発

※全回とも、N中等部秋葉原キャンパスにて実施

グルーヴノーツの機械学習教育コンテンツと、ミミクリデザインが開発す
る課題解決スキル育成プログラムを組み合わせて実施。AIの概念を理解す
る学びと、AIレジという機械学習を⽤いた無⼈レジの制作を通して、機械
学習の活⽤を体験的に学ぶプログラムを開発・実証。
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⽣徒が作成したプロトタイプ 1：ボール避け
（画⾯上で左右どちらかに指差しをすると、上から落ちてくるボールを避ける）
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⽣徒が作成したプロトタイプ2：折り紙
（画⾯上に⽰される折り⽅に従うと、折り紙が完成する）
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⽣徒が作成したプロトタイプ3：後出しジャンケン
（グー・チョキ・パーのいずれかを画⾯上で⽰すと、画⾯上のネコがそれに勝つ選択
肢を発する）
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3. 実証成果
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N中等部⽣徒のコメント 1/2
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●⾊々な⾓度から撮らないとAIは学習をしてくれなくて、なかなか⼤変で
したが、その分成功した時はとても嬉しかったです。AIを作る時に偏った
考えだけを教えてはいけないことが、この学習を通して解りました。

●じゃんけんゲームを作ることが出来たが、まだ⾄らない点がいくつか
あった。瞬時に⼿の形を認識することが出来ず、どうしても後出しになっ
てしまった。なので、画像を認識する速度と精度を、もっと上げられるよ
う、次の授業での課題にしたい。

●⾃分たちは何に困っていて何をすれば解決することができるのかなどを
再確認することができたので良かったです。また、今回の課題をクリアす
ることに必要なことなどもわかって良かったです。

（参考）⽣徒のコメント



N中等部⽣徒のコメント 2/2
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●初めて⾃分で⼀から画像認証システムを使ってプログラムを作ったので、
なかなかうまくいかないことも多かったのですが、最後はなんとかうまく
できたのでよかったです。また周りも⾊々な⼯夫がされたゲームなどが多
くとても勉強になりました。

●スクラッチを使って、じゃんけんで後出しして絶対に勝つAIを作った。
出す前にうーん...と考えてしまう⾯⽩いアイデアも出せた。プログラムし
てみて、少しずつ⾃分がやりたいことをプログラムできるようになってき
た。AIを使うと新しいことがたくさんできると思った。他の⼈のアイデア
と⾃分のアイデアをを組み合わせると⾯⽩いアイデアができた。

●正直⾔って⼊学してすぐはプログラミングも苦⼿だったしAIについても
何も考えてなかったけど、今回の授業で結構変わったと思う。スクラッチ
は⾃分でゲームができたときの達成感があって楽しいし、AIに関する知識
もちょっとはついたと思う。

（参考）⽣徒のコメント



N中等部教職員Mさん
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AIは今の⽣活の中に溶け込んでいますが、私を含め、⽣徒たちがもつAIの
イメージは漠然としたものでした。この授業を通して、実際にAIを操作し
て学習させることで、AIに対する認識がより具体化されていきました。ま
た、その過程で⽣徒たち⾃⾝から、機械学習をさせるの際の注意点や使⽤
上の配慮などが出てきたことは、これから先の社会の担い⼿として、とて
も頼もしく感じました。また、AIアプリを作る際も、バリエーションに富
んだ興味深いアイディアが出され、それを試⾏錯誤しながら形にしていく
彼らを⾒て⼤きな可能性を感じました。後半の問題解決の段階では、実際
に⾃分たちが抱えている困りごとに対して、AIの特性を的確に把握した上
で、具体的な解決案を出してくれました。グループワークでは、メンバー
同⼠でお互いに助け合い、協⼒しながらアイディアを収束させていく姿が
⾒られました。これまでN中等部で学んできたスキルを活かし、実践に繋
げる場としてとても有意義だったと感じます。

（参考）教職員のコメント



N中等部教職員 Tさん
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Ｎ中等部の⽣徒から「パソコンやプログラミングに興味がある」という声
を多く聞きます。⼀⽅で、⽣徒にとって技術的な壁と共に何を作りたいの
かを育む難しさをＮ中等部を運営する上で常に感じていました。夢や⽬標
が明確な⽣徒、作りたいものが明確な⽣徒はプログラミングコンテンツな
どで学んでくれています。⼀⽅で⼤多数である「やりたいことを探してい
る」⽣徒たちは、技術がモノづくりや企画にどう関係しているかもイメー
ジできない状況でした。今回のAI機械学習では、技術と活⽤、そして課題
解決を結びつけたコンテンツでした。今までＮ中等部でスキルとして⾝に
つけていた他者の課題を解決する考え⽅と、画像認識の技術が組み合わさ
れたとき、⽣徒の思いつきで留まっていた考えが、ターゲットの課題解決
としてより具体的になりました。実現性までは検討できませんでしたが、
インプットとアウトプットを学びとして重ねることで、より鮮明なアイデ
アが⽣まれることを⽣徒は学んでくれました。

（参考）教職員のコメント



3. 今後の展開
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2018年度・2019年度の効果実証を踏まえ、今後、21世紀型スキルプログラムを
教育機関で広く活⽤してもらうため、開発・実証を継続していく。

1. 学園内の導⼊と効果実証の拡⼤→対象⽣徒数が約2,000-2,500名に
┗N中等部通学コースに加え、N中等部オンラインコース、N⾼通学コースで
効果実証

┗今年度、⽂化祭実⾏委員を対象に21世紀型スキルプログラムをテスト的に
導⼊。⼀定の効果が認められたことから、eスポーツ部などネット部活の課
外活動へも展開

2. STEAM領域での拡⼤と基礎スキルパートの補完
┗AI機械学習（画像認識に加えて、⾳声認識、⾃然⾔語処理）
┗ mindnaut（情動スキル）におけるポジティブ情動パート、everythinq（思考
スキル）における論理的思考パート

3. 地域の教育課題解消への活⽤
┗複数の⼩規模⼩中学校をインターネットでつなぎ、21世紀型スキルプログ
ラム（オンライン版）を活⽤したクラブ活動⽀援（沖縄県うるま市）

┗21世紀型スキルプログラムを活⽤した教育旅⾏の開発（⻑野県⼩布施町）


